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病虫害は少ない。 

匍匐(ほふく)性のコニフゔーは、放射状

に伸びた枝を切り詰めると、側枝をよく

伸ばしこんもりとした樹形になる。生育

旺盛な場合は、内部が蒸れるので枝抜き

をして風通しを保つとよい。 

寒さに強いが暑さは苦手。半日陰地でも

生育するので、暖地では強い西日を避け

て配植するとよい。適度な日差しであれ

ば葉の発色がよくなる。膝高程の柔らか

な感じのグラウンドカバー植栽になる。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ◎ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

ウスリーヒバ属はビャクシン属と異なり、ナシ

の重要な病害である赤星病の中間宿主にはなら

ない。 

Memo 

葉色は、春から初夏は淡い緑色、夏から秋は鮮

やかな緑色、そして、冬には茶褐色になる。な

かでもチョコレート色とも称される冬色に特徴

がある。樹高50cm程で放射状に枝を伸ばす。単

にミクロビオタと呼ばれたり、シベリゕ東部原

産のため、ウスリーヒバとも呼ばれる。 

生長：やや速い、針葉樹 特 記 
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